
広報WARABI ● 平成28年３月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ２月１日現在人口：73,244人 前月比   －45人
 　　　　　　　　　   男 37,274人　女 35,970人
　　　　　　　　　 世帯数：36,954
　　　　　　　　　 人口密度：14,333人／km２

2016/平成28年
わらび・779

今日の先生は現役ラガーマン
心身鍛えるタグラグビー教室
　２月２日、東小学校で「タグラグビー
教室」が開かれました。ラグビートップ
リーグで活躍するＮＴＴコミュニケー
ションズ・シャイニングアークスの選
手11人による指導の下、３年生41人が
校庭を駆け回りながら、スポーツの楽
しさや仲間のたいせつさを学びました。

～今月の特集～
 ◦安全で安心して
　　 暮らせるまち・蕨

　　タグラグビー
　誰もが安全に楽しめる新
しいスタイルのラグビー。
守備の際は、タックルの代
わりに、腰に付けたビニー
ル製のタグを取ると、相手
の前進を止めることができ
るなど、身体接触を禁止し
ているのがその特徴です。
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今
後
30
年
以
内
に
70
％
の
確
率

で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
首
都
直

下
地
震
。
県
地
震
被
害
想
定
調
査

で
は
、
蕨
市
を
含
む
県
南
東
部
で

震
度
６
強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
、

住
宅
の
損
壊
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

途
絶
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
に
備

え
る
た
め
に
、
ま
ず
重
要
と
な
る

の
が
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る

「
自
助
」。お
住
ま
い
の
耐
震
化
や
、

食
料
・
生
活
用
品
等
の
備
蓄
、
避

難
所
の
把
握
な
ど
で
す
。そ
し
て
、

隣
近
所
が
助
け
合
っ
て
地
域
を
守

る「
共
助
」。
市
内
全
37
町
会
に
あ

る
自
主
防
災
会
の
活
動
や
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
的

に
開
か
れ
て
い
る
災
害
図
上
訓
練

（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）や
避
難
所
運
営
訓
練

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）な
ど
の
取
り
組
み
で
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た「
自
助
」、「
共

助
」
を
後
押
し
し
よ
う
と
、
今
年

度
は
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
家
具
転

　３月11日。多くの尊い命が奪われた東日本大震災からまもなく
５年がたちます。いつ起こるか分からない大規模災害に備えるに
は､震災の教訓を生かし､地域ぐるみで防災力の向上に努めること
が重要です。今月は安全安心なまちづくりについてご紹介します。
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「
自
助
」・「
共
助
」を
後
押
し

▲避難所運営訓練（ＨＵＧ）では、避難者の情報や要望を考慮し､ 避
難所で起こりうる状況の理解と対応を学習（２月６日・市民体育館）

◀毎年､ 中央コミュニティ委員会が主催する ｢子ども防災ひろば
119｣ は､ 親子で防災を学ぶ貴重な機会に（２月７日･中央東小学校）

自
助･

共
助･

公
助
の
連
携
で
進
め
る

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち･

蕨

24・25年度に新耐震基準を満たす
二中を除く９つの小・中学校体育
館で耐震補強・大規模改修を実施

子どもたちの安全を最優先に考え
平成20年度から23年度にかけて20
棟の小・中学校校舎で工事を実施

旧耐震基準で設計された､さつき・
みどり・さくら保育園で実施。学
校施設に続き、耐震化率100％達成

着
実
に
前
進
!!

　
　
公
共
施
設
の
耐
震
化

　
こ
こ
で
は
災
害
時
の
拠
点
と
な
る

各
施
設
の
耐
震
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

26年度
完了

2５年度
完了

2３年度
完了

公立保育園 小・中学校体育館 小・中学校校舎
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設
計
さ
れ
た
建
物
の
耐
震
化
を
計

画
的
に
進
め
、
耐
震
化
率
１
０
０

％
を
達
成
し
た
学
校
施
設
と
保
育

園
に
続
き
、今
年
度
は
東
・
南
公
民

館
で
工
事
が
完
了
。
来
年
度
は
北

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
補
強
・
改
修
工
事
と
と
も
に
、

市
民
会
館
等
の
耐
震
設
計
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
へ
の

備
え
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、

地
震
の
揺
れ
や
す
さ
や
危
険
度
な

ど
を
示
し
た
「
蕨
市
地
震
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
改
定
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す（
来
月
号
折
り
込
み
）。

　

市
で
は
、今
後
も「
自
助
」、「
共

助
」、「
公
助
」
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

倒
防
止
器
具
設
置
の
補
助
制
度
を

創
設
。
更
に
地
域
の
防
災
体
制
の

強
化
を
図
ろ
う
と
、
各
町
会
の
協

力
の
下
、
障
害
者
な
ど
災
害
時
に

避
難
が
困
難
な
か
た
へ
の
個
別
支

援
計
画（
対
象
２
１
７
人
）の
策
定

を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
先
月
に
は

避
難
所
の
円
滑
な
開
設
・
運
営
の

指
針
と
な
る
「
蕨
市
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考

え
、「
公
助
」
と
し
て
重
点
的
に
推

進
し
て
い
る
の
が
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
で
す（
下
段
参
照
）。現
在
、

昭
和
56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
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　実際に体験しないと分からな
いことが多く、多数の避難者誘
導や各担当者の所在把握、また、
トイレの設置などが難しかった
ですね。こうした状況でも焦ら
ず行動できるよう、日頃から住
民間の連携を密にし、役割分担
などを話し合っていきたいです。

高
たか

橋
はし

 義
よし

貴
たか

さん

塚越７丁目・45歳

25年度に東･西･南公民館で耐震診
断を実施｡ 診断結果に基づき、今
年度に東・南公民館で着工し完了

来年度は北町コミュニティ・セン
ターにおいて体育館アリーナ等を
含めた耐震補強・改修工事を予定

28年度
予定

27年度
完了

公民館・市民体育館等　　　北町コミュニティ・センター
　　　　　　　全面休館のお知らせ

　耐震補強・改修工事（予定）に伴い、平成28年
７月１日から29年６月30日まで、施設（市民体
育館･北町公民館･北町児童館）が全面休館と
なります｡ なお､ 北町児童館は備品等の保管
所となるため､４月１日から使用できません。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ＝北町公民館（☎432・2225）

市
民
の
安
全
安
心
を
最
優
先

塚越小学校避難所運営訓練の様子をご紹介します　（２月21日・参加者145人）

校舎の防災教室から体育館へ資材を搬出。
テントやシートなどで居住エリアを設定

世帯情報や家屋の被害状況などを避難者
カードに記入し、避難者名簿として管理

屋外で湯を沸かしアルファ米の炊き出し
を実施。衛生管理の徹底で食中毒を予防

市民公園の防災倉庫からバリアフリー対
応トイレを搬送。体育館脇の校庭に設営

　同訓練は ｢蕨市避難所運営マニュアル｣ に基づき、塚越５丁目～７丁目町会、塚越小学校
教員・ＰＴＡ役員、市職員を対象に、実際の避難所となる小学校で初めて実施されました｡

参加者の声

想定…２月21日、午前８時半、
東京湾北部地震が発生し、地震
規模についてはマグニチュード
7.3、蕨市では震度６強を観測。

地域
を守

る
共助の

取り
組
み

□防災士に聞きました! !
身近な備えのたいせつさ

■蕨防災士会・会長
■ 埼玉県自主防災組織
　リーダー養成指導員

矢
や

口
ぐち

 弘
ひろし

 さん
塚越４丁目・62歳

　災害に向けてまず求められるのが自助の
取り組みです。家庭では水や食料を１週間
分は備え、定期的に消費期限等を確認しま
しょう。また、家具の転倒を防ぐこともポイ
ントの一つ。段ボール箱で家具と天井の隙
間を埋めるだけでも一定の効果があります。
そして、万一のときに迅速な行動をとれる
よう、地域の防災訓練に参加するなど、日
頃から防災への関心を持つことが重要です。
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語 る 人

泉
いずみ

　弘
ひろ

子
こ

さん
北町１丁目・80歳

わ
ら
び
公
園

　

浸
水
対
策
を
目
的
と
し
た

雨
水
調
整
池
を
地
下
に
設
置

後
、
平
成
26
年
に
装
い
新
た

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
、
北
町

１
丁
目
の
わ
ら
び
公
園
。

　

昔
の
写
真
は
開
園
し
た
昭

和
54
年
に
撮
影
さ
れ
た
物
で

す
。
約
１
９
０
０
平
方
㍍
の

園
内
に
は
、
写
真
中
央
の
池

や
敷
石
、
右
上
の
四あ

ず
ま
や阿
な
ど

が
あ
り
、
情
趣
に
富
ん
だ
日

本
庭
園
で
し
た
。
開
園
前
、

こ
の
場
所
に
は
和
風
建
築
の

私
人
邸
宅
が
あ
り
、
樹
木
や

生
け
垣
は
既
存
の
物
を
生
か

し
た
た
め
、
そ
の
面
影
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
緑
が
豊
か

で
、
こ
の
季
節
は
ウ
メ
や
ツ

バ
キ
な
ど
の
花
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
り
、
ウ
グ
イ

ス
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く

れ
た
り
と
、
自
然
を
身
近
に － 326 －

26日（土）と4月2日（土）は
市役所窓口の一部が利用できます
開設時間＝午前8時半～正午

　引っ越しが多くなるこの時期、平日、市役所へお越
しいただけないかたにもご利用いただけるよう、26日
と４月２日の土曜日に、市役所の窓口を一部開設しま
す。平日と同様の取り扱いができないものもあります
ので、ご不明な点は、事前に担当課へご連絡ください。

開設窓口 取　り　扱　い　業　務 特記事項

市民課（１階）
緯433・7751
※�マイナンバーカード
の交付は地下１階
　緯430・7827

（異動、証明書関係）
⃝転入、転出、転居などの各種異動届出の受付
⃝住民票に関する証明書の交付　⃝印鑑登録、証明書の交付
⃝戸籍の届出の受領　⃝戸籍に関する証明書の交付

（国民年金関係）
⃝転入時の国民年金関係届（１号被保険者）の受付
⃝国民年金の資格取得・喪失手続き
⃝申請免除・学生納付特例申請などの受付

（マイナンバー関係）
⃝通知カードの受け取り
⃝マイナンバーカード（個人番号カード）の交付（予約制）
　※地下１階に特設会場を別途開設（右の特記事項参照）

○�住民基本台帳の閲覧、住所の付
定、広域交付の住民票の交付は
できません
○�戸籍の届出については、届書の
受領のみとなります
○�年金事務所閉庁のため資格取
得・喪失手続きは、年金手帳・
資格喪失証明書などを持参した
場合に限ります。また、納付状
況の問い合わせもできません
○�３月～４月のマイナンバーカー
ドの特設会場開設日／平日、12
日・13日・26日・４月２日・10日・23
日・30日（午前９時～午後５時）

介護保険室（１階）
緯433・7835

⃝�転入、転出などの異動に伴う介護保険の加入・脱退の手続き
⃝高齢者福祉サービスの申請受付

○�要介護認定などの申請・相談業
務はお取り扱いできません

福祉総務課
障害者福祉係（１階）
緯433・7754

⃝�転入、転出などの異動に伴う身体障害者手帳・療育手帳
の変更・喪失手続き

○�身体障害者手帳・療育手帳、障
害福祉サービスなどの申請・相
談業務はお取り扱いできません

税務課（１階）
緯433・7749

⃝転入、転出などの異動に伴う各種税証明の交付
⃝原動機付自転車の登録・廃車手続き

医
療
保
険
課（
２
階
）

国民健康
保険担当
緯433・7712

⃝転入、転出、転居などの異動に伴う課税内容の説明
⃝国民健康保険の加入・脱退手続き
⃝被保険者証の再交付手続き

医療費給付係
緯433・7736

⃝国保高齢受給者証　資格取得・喪失・変更届の受付
⃝国保葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝国保人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付

○�保養施設の利用券の発行はでき
ません

長寿医療係
緯433・7503

⃝後期高齢者医療 資格取得・喪失・変更届の受付
⃝�後期高齢者医療 葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝�後期高齢者医療 人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付

○�後期高齢者医療被保険者証、受
療証、各認定証、保養施設の利
用券の発行はできません

児童福祉課（２階）
緯433・7757

⃝�転入、転出、転居、出生などの異動に伴う、こども医療費、
児童手当などの手続き

○�保育園・留守家庭児童指導室関
連の業務はお取り扱いできません

納税推進室（２階）
緯433・7709

⃝�通常業務を行います（市税・国民健康保険税の納税、納
税相談、介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付など）

学校教育課（１階）
緯433・7728

⃝転入、転出、転居に伴う転校、住所変更などの手続き
⃝転入、転出、転居に伴う区域外就学の手続き

○�当日は、庁舎１階へ移動して業
務を行います
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西
小
学
校
で
は
、
同
校
卒

業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ビ
ッ

グ
フ
ラ
ッ
グ
（
縦
12
・
３
㍍

×
横
24
㍍
）
へ
の
寄
せ
書
き

が
、
６
年
生
の
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
10
年
間
行

わ
れ
る
こ
の
催
し
は
今
年
で

６
回
目
。
２
月
16
日
に
は
、

児
童
75
人
が
将
来
の
夢
や
感

謝
の
言
葉
な
ど
を
、
思
い
思

い
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

大旗に夢を託す西小生

てくてく蕨ふるさと蕨再発見ツアー／市内名所や史跡を巡ります　12日＝錦町史跡めぐり　西公民館　26日＝中→

笑い広がる図書館寄席
　

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る

市
立
図
書
館
の
「
新
春
図
書

館
寄
席
」
が
１
月
30
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
高
座
に
上

が
っ
た
の
は
、
今
回
で
10
回

目
の
出
演
と
な
る
落
語
家
の

三さ
ん

遊ゆ
う

亭て
い

鳳ほ
う

志し

さ
ん
。「
夢ゆ

め

金き
ん

」

や「
時と

き

そ
ば
」な
ど
を
巧
み
な

話
芸
で
披
露
す
る
と
、
１
２

４
人
が
訪
れ
た
会
場
は
笑
い

の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

創業に向けた第一歩に

楽しみながら糸車体験

白熱！かるた大会開催

　

地
域
で
創
業
を
目
指
す

「
わ
ら
び
創
業
講
座
」
の
受

講
生
13
人
が
、
蕨
駅
西
口
駅

前
通
り
で
先
月
８
日
か
ら
今

月
６
日
ま
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
を
運
営
中
で
す
。
２

月
９
日
に
は
、
来
店
し
た
親

子
６
組
が
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
、

だ
っ
こ
ひ
も
の
カ
バ
ー
作
り

に
挑
戦
。
簡
単
で
お
し
ゃ
れ

な
出
来
栄
え
が
好
評
で
し
た
。

　

市
内
で
教
員
を
し
て
い
た

皆
さ
ん
を
講
師
に
、
２
月
１

日
、南
小
学
校
で「
た
ぬ
き
の

糸
車
体
験
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
国
語
の

授
業
で
糸
車
の
話
を
学
ん
で

い
る
１
年
生
84
人
。
綿
花
が

織
物
に
な
る
過
程
を
肌
で
感

じ
た
児
童
た
ち
は
、
物
語
に

登
場
す
る
た
ぬ
き
よ
り
も
上

手
に
糸
を
紡
げ
た
よ
う
で
す
。

　

２
月
14
日
、
中
央
小
学
校

で
「
第
22
回
わ
ら
び
郷
土
か

る
た
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
市
内
の
小

学
生
２
８
５
人
は
低
学
年
と

高
学
年
に
分
か
れ
、
ま
ち
の

魅
力
や
歴
史
な
ど
が
描
か
れ

た
絵
札
を
前
に
３
人
１
チ
ー

ム
で
熱
戦
を
展
開
。
交
流
の

輪
を
広
げ
な
が
ら
、
郷
土
へ

の
愛
着
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

感
じ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、開
園
時
間
が
設
け
ら
れ
、

管
理
人
の
か
た
が
門
の
開
け

閉
め
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　

今
の
写
真
は
再
整
備
後
の

現
在
の
様
子
で
す
。
中
央
に

芝
生
が
広
が
る
園
内
は
明
る

く
開
放
的
で
、
多
く
の
人
が

足
を
運
ぶ
地
域
の
憩
い
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

いま むかし

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔仲間になりませんか〕
▶蕨北町サッカースポーツ少年団　土・
日曜日・祝日　北小学校　月1,500～
2,000円（未就学児は年間1,000円）　年
中～小学生︿小泉・緯090・4948・5936﹀
▶日本語ボランティアわらび中央　火
曜日＝午後１時半　水曜日＝午後２時 
中央公民館　月200円︿新保・緯090・
1811・1636﹀
▶和楽備ラジオ体操絆の会　月・水・
金曜日＝午前６時15分　火・木曜日（男
性のみ）＝午前７時　城址公園︿平田・
緯090・3131・9399﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半 
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶ショパン（ピアノ）　第１・３水曜日 
午前９時　中央公民館　月2,500円　
見学大歓迎︿小田切・緯432・4518﹀
▶竹紫館剣道教室　３月の毎週土曜日 
午前９時半　同館　満５歳以上︿平
田・緯080・5423・0023﹀
▶蕨警察署少年剣道教室　火・木曜日 
午後６時　同署　小・中学生︿同署生
活安全課・澤野・緯444・0110﹀
〔参加しませんか〕
▶大人のための英会話＆韓国語市民講
座　16日～５月25日　水曜日　全10回 
市民会館　英会話＝午後６時　韓国語
＝７時半　各18人（先着順）　各１万円 
挨拶から簡単な日常会話︿国際文化交
流協会・前田・緯090・6489・2803﹀
▶「古都鎌倉洋館巡り」参加者説明会　
26日　時間等は電話確認︿日帰り旅倶
楽部・岩本・緯090・3431・4295﹀
▶寺子屋パザパ「ホットフラ体験」　27
日　午前11時　1,500円　会場は電話
確認︿杉岡・緯090・1774・3971﹀
▶セピア・火曜会ダンスパーティー　
15日・25日　午後１時15分　くるる　
600円︿貫井・緯080・5401・1753﹀
▶ダンスパーティー　10日・24日・30
日　午後１時　くるる　499円︿犬塚・
緯441・7373﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　１日＝中央公
民館　11日＝南公民館　17日＝旭町公
民館　午後７時　語り合いの場︿円
浄・緯090・2522・8688﹀

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題
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お
母
さ
ん　

Ａ
子
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
だ
～
、こ
ん
に
ち
は
。

お
出
か
け
で
す
か
？

Ａ
子
さ
ん　

児
童
館
の
乳
幼

児
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
話
を

聞
き
に
行
こ
う
と
思
っ
て
。

ワ
ラ
ビ　

児
童
館
で
遊
ぼ
う

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
だ
か

ら
、い
っ
し
ょ
に
行
こ
う
よ
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。
皆
さ

ん
お
そ
ろ
い
で
す
ね
。

Ａ
子
さ
ん　

は
い
。
と
こ
ろ

で
、
乳
幼
児
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

職
員　

乳
幼
児
子
育
て
支
援

事
業
の
こ
と
で
す
ね
。
各
児

童
館
に
年
齢
別
の
ク
ラ
ブ
が

あ
る
の
は
ご
存
じ
で
す
か
？

お
母
さ
ん　

た
し
か
、『
ま
め

っ
こ
』
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

る
ク
ラ
ブ
の
こ
と
よ
ね
。

職
員　

は
い
。８
か
月
未
満
、

身
近
な
児
童
館
で
年
齢
別
の
ク
ラ
ブ
を
実
施

新
年
度
も
受
け
付
け
！
お
気
軽
に
ご
参
加
を

１
歳
か
ら
２
歳
ま
で
な
ど
の

年
齢
別
に
分
け
て
い
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん　

月
齢
な
ど
で
子

ど
も
の
状
況
が
変
わ
っ
て
く

る
の
で
、
細
か
く
分
け
て
も

ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
わ
。

お
母
さ
ん　

年
齢
の
近
い
子

ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
マ

マ
ど
う
し
の
つ
な
が
り
が
出

来
る
の
も
い
い
わ
ね
。

職
員　

そ
う
で
す
ね
。

お
母
さ
ん　

節
分
や
ひ
な
祭

り
な
ど
の
季
節
の
催
し
や
、

子
ど
も
た
ち
の
お
誕
生
会
を

楽
し
ん
だ
の
も
、
よ
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
わ
。

職
員　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
担
当
職
員
は
児
童
厚

生
員
の
有
資
格
者
な
の
で
、

お
子
さ
ん
と
の
遊
び
は
も
ち

ろ
ん
、
育
児
相
談
な
ど
も
い

つ
で
も
お
受
け
で
き
ま
す
。

Ａ
子
さ
ん　

４
月
か
ら
も
ク

ラ
ブ
は
実
施
さ
れ
ま
す
よ
ね
。

職
員　

各
施
設
で
行
い
ま
す

（
下
囲
み
参
照
）。な
お
、耐
震

工
事
を
予
定
す
る
、
北
町
児

童
館
は
募
集
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
。

職
員　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
同
館
か
ら
近
い
福

祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー
や
錦
町

児
童
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

分
か
り
ま
し
た
。

職
員　

ぜ
ひ
、
気
軽
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

親と子の
ニュースの
小窓

子育てを応援します
ご参加ください

児童館の乳幼児クラブ
　趣向を凝らした遊びや季節の行事
での触れ合いなどを通じて子育てを
支援しようと、毎月、各児童館で開
催されている乳幼児クラブ。年齢の
近いお子さんどうしの交流はもちろ
ん、子育てパパ・ママの情報交換の
場としても、ぜひご利用ください。

楽しい手遊びで、子どもたちは自然と
笑顔に（２月５日　福祉・児童センター）

どきどきわくわく！お友達との触れ合
いが広がります（２月８日　南町児童館）

この日はママとおもちゃ作り。なにが
出来るのかな？（２月12日　塚越児童館）

クラブでは、ママどうしの交流も深ま
っていきます（２月17日　錦町児童館）

対象

児童館

まめっこクラブ とことこクラブ ちびっこクラブ のびっこクラブ

平成27年４月２日以降生まれの子 平成26年4月2
日～27年4月1
日生まれの子

平成25年4月2
日～26年4月1
日生まれの子

平成24年4月2
日～25年4月1
日生まれの子A（８か月未

満の子）
B（８か月以
上の子）

錦町児童館
（錦町2-15-23）

水曜日
（月１回）

水曜日
（月１回）

木曜日
（月１回） 金曜日（月１回）

南町児童館
（南町2-21-2） 第２火曜日 第３火曜日 第３木曜日

塚越児童館
（塚越2-11-8）

金曜日
（月１回）

金曜日
（月１回）

木曜日
（月１回） 水曜日（月１回）

福祉・児童
セ ン タ ー
（中央4-9-22）

A（６か月
未満の子）

B（10か月
未満の子）

C（１歳
の子） 金曜日

（月１回）
木曜日

（月１回）
水曜日

（月１回）金曜日
（月１回）

金曜日
（月１回）

金曜日
（月１回）

いずれも午前10時半　申し込み＝22日から直接各児童館（随時受付）
※�耐震補強・改修工事（予定）に伴い、北町児童館はご利用いただけません。
※今月の催しについては､ お知らせ版５㌻をご参照ください｡

みんなおいでよ♪ 市内４施設の
平成28年度　乳幼児子育て支援事業

【各施設の開催日】



7　広報WARABI

恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　

　　南町３丁目

隼
はや

汰
た

ちゃん
（１歳８か月）

五
い が ら し

十嵐　　元
げん

太
た

さん　
絵
え

梨
り

香
か

さんの
三男　　　　

　　塚越４丁目

ボートレース戸田開催日／３日～８日・12日～27日　鳥羽一郎歌謡ショー＝６日　①午前10時10分　②６レー→

　
「
音
楽
が
聴
こ
え
て
く
る

と
、
ど
ん
な
曲
で
も
踊
り
始

め
る
隼
汰
。
私
も
ダ
ン
ス
を

し
て
い
た
の
で
、
や
っ
ぱ
り

似
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

そ
ん
な
隼
汰
は
、
泣
い
て
い

る
友
達
の
頭
を
『
い
い
子
い

い
子
』
と
、
な
で
て
あ
げ
る

な
ど
、
優
し
い
一
面
も
持
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
家
族
の

前
で
は
と
っ
て
も
甘
え
ん
坊
。

２
人
の
兄
に
く
っ
つ
い
て
、

公
園
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。

隼
汰
が
生
ま
れ
て
、
わ
が
家

が
い
っ
そ
う
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
笑

っ
て
過
ご
そ
う
ね
」
と
目
を

細
め
る
父
親
の
元
太
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－527－

かるた
ヘルスケア

　

教
科
書
ど
お
り
の
こ
と
を

並
べ
る
よ
り
も
、
好
き
な
こ

と
を
見
つ
け
て
、
キ
ラ
キ
ラ

す
る
自
分
を
想
像
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
す
て
き
な

時
間
が
老
化
に
逆
ら
う
上
で

い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
趣
味

に
邁ま

い

進
す
る
人
、
子
ど
も
や

孫
、
有
名
人
な
ど
誰
か
に
夢

中
に
な
る
人
―
。
人
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
自
分

に
と
っ
て
集
中
で
き
て
楽
し

め
る「
な
に
か
」を
見
つ
け
て
、

続
け
て
い
く
こ
と
が
、
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
な
の
で
す
。

　

本
連
載
も
、
今
月
で
最
終

回
と
な
り
ま
し
た
。
ご
愛
読

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

私
の
心
と
体
の
健
康
維
持
③

200万人目となった

　

１
月
に
開
か
れ
た
県
内
最
大
規
模
の

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
大
会
、「
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
大
会
」。
理
事
長
杯
Ｃ
グ
ル
ー
プ

（
男
子
52
団
体
、
女
子
39
団
体
が
出
場
）

で
は
、
蕨
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
の
男
子
が
優
勝
、
女
子
が
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
垣
根

を
越
え
て
築
い
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
武

器
に
、
主
力
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
６

年
生
18
人
で
す
。「
今
ま
で
悔
し
い
試
合

も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
ど
、
全
部
忘
れ

る
く
ら
い
う
れ
し
い
」と
、集
大
成
と
な

る
好
成
績
に
笑
顔
の
児
童
た
ち
。
手
に

し
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
負
け
な
い
く
ら
い
、

輝
く
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
で
す
ね
。

子どもクラブパスと心をつないで表彰台に
蕨ミニバスケット

ボールクラブ

総集編
No.3

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
５

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
幸
い
蕨
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
大
き
な
災
害
に
直
面
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
首

都
直
下
地
震
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
防
災
対
策
を
最
重
点
課

題
と
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

先
月
に
は
塚
越
小
で
町
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、学
校
と
連
携
し
、

実
際
の
災
害
を
想
定
し
た
避

難
所
運
営
訓
練
を
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
備
蓄
品
の
運
搬
の
大
変
さ

や
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
の
難

し
さ
が
分
か
っ
た
と
の
声
が

あ
が
る
な
ど
、
大
変
有
意
義

な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
ひ

と
た
び
大
災
害
が
起
き
る
と
、

行
政
の
力
だ
け
で
な
く
、
自

ら
の
身
を
自
ら
で
守
る
力
や

地
域
の
助
け
合
い
の
力
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
私
自
身
も

21
年
前
、阪は

ん

神し
ん・
淡あ

わ

路じ

大
震
災

の
被
災
地
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
訪
れ
た
際
、
避
難
所
に
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
す
る

か
し
な
い
か
で
避
難
ス
ペ
ー

ス
の
区
割
り
や
食
料
の
配
給

な
ど
の
運
営
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
蕨
の
豊
か
な
地
域

力
を
防
災
面
で
発
揮
い
た
だ

け
る
よ
う
、
自
主
防
災
会
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
の

推
進
な
ど
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
連
携
に
よ
る
防
災
都
市

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

自助・共助・公助の連携で
災害に強いまちづくり

86

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は10日です。４
月は７日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へご連絡を。
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や
か
な
指
さ
ば
き
と
豊
か

な
表
現
力
で
鍵
盤
か
ら
優

し
い
旋
律
を
紡
ぎ
出
す
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
野
口
咲
さ
ん（
23
歳･

塚
越

１
丁
目
）。今
月
26
日
に
出
演
す
る

下
蕨
公
民
館
の｢

さ
く
ら
コ
ン
サ

ー
ト｣

（
お
知
ら
せ
版
８
㌻
）を「
地

元
蕨
で
の
初
演
奏
が
楽
し
み
で
す

ね｣

と
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
に
親
し
み
、

東
中
か
ら
音
大
付
属
高
、
音
大
へ

と
進
み
、
国
内
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
賞
を
果
た
す
な
ど
技
術
を
磨
い

て
き
た
野
口
さ
ん
。
地
域
と
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
学
４
年

生
の
頃
で
し
た
。
当
時
将
来
を
模

索
し
て
い
た
野
口
さ
ん
は
、
そ
の

糸
口
に
な
れ
ば
と
、市
の「
音
楽
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
の
委

員
に
応
募
。
市
内
の
音
楽
家
な
ど
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広
報
蕨　

七
七
九
号　

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
ピアニスト　　　　　　

野
の

口
ぐち

 咲
さき

 さん

軽

春風に乗せて心に響く旋律を

15
人
と
音
楽
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

最
年
少
の
委
員
で
、
当
初
は
緊

張
の
連
続
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

日
頃
か
ら
描
い
て
い
た
、「
音
楽
を

聴
い
た
り
体
験
で
き
た
り
す
る
機

会
や
演
奏
で
き
る
場
が
も
っ
と
あ

れ
ば
す
て
き
だ
な
」
と
い
う
思
い

を
伝
え
て
い
っ
た
野
口
さ
ん
。
そ

う
し
た
半
年
間
に
及
ぶ
懇
談
会
を

通
じ
て
、｢

皆
さ
ん
の
音
楽
へ
の
情

熱
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た｣

と
、い

っ
そ
う
ピ
ア
ノ
と
向
き
合
え
る
よ

う
に
。
現
在
は
生
徒
へ
指
導
を
行

う
傍
ら
で
、自
ら
も
研
鑽さ

ん
を
積
み
、

敬
愛
す
る
作
曲
家
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ

ー
の
母
国
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
を
計

画
中
で
す
。「
作
曲
家
が
楽
譜
に

込
め
た
感
情
を
読
み
取
る
力
、
表

現
す
る
力
を
更
に
磨
い
て
、
人
の

心
を
動
か
せ
る
演
奏
家
に
な
り
た

い
で
す
」
と
決
意
を
語
り
ま
す
。

　

間
近
に
迫
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

前
述
の
懇
談
会
か
ら
の
提
言
を
受

け
ス
タ
ー
ト
し
た｢

わ
ら
音お

ん
」の
一

環
で
す
。
わ
ら
音
デ
ビ
ュ
ー
と
な

る
舞
台
で
は
、
懐
か
し
い
童
謡
か

ら
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
全

15
曲
を
音
大
時
代
の
盟
友
・
浅あ

さ

原は
ら

佳か

奈な

子こ

さ
ん
と
披
露
し
ま
す
。「
ピ

ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」
と
、
野
口
さ
ん
。

優
雅
な
音
楽
と
と
も
に
皆
さ
ん
も

春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「音楽でまちを盛り上げたいです」と、野口さん

輝

いて
ます

　
「
は
た
ご
っ
こ
」は
双ふ
た

子こ

織お
り

の
ま
ち

と
し
て
栄
え
た
蕨
の
文
化
を
伝
え
よ

う
と
４
年
前
に
結
成
し
た
団
体
で
す
。

　

下
蕨
公
民
館
で
の
織
物
講
座
を
き

っ
か
け
に
、
受
講
者
の
有
志
が
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
16
人
の

会
員
が
歴
史
民
俗
資
料
館
分
館
で
月

２
回
（
第
１
・
３
水
曜
日　

午
後
１

時
）、長
年
機
屋
を
営
ん
で
い
た
吉よ

し

田だ

金き
ん

造ぞ
う

さ
ん
の
指
導
の
下
、
糸
の
染
色

や
機
織
り
、
作
品
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
完
成
ま
で
に
は
手
間
暇

が
か
か
る
上
に
、
一
人
ひ
と
り
の
織

り
加
減
が
違
い
、
同
じ
物
は
作
れ
ず

全
て
一
点
物
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
多
く
の
人
が
来
場
す
る
宿
場
ま
つ

り
で
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
織
機
に
触
れ
、
関
心
を

抱
い
て
も
ら
お
う
と
、
機
ま
つ
り
や

中
央
地
区
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
小
学
校
の
授
業
な
ど
で
機
織
り

体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

機
会
で
は
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
技
術
を
養
い
、
蕨
の
伝

統
織
物
・
双
子
織
に
挑
戦
す
る
こ
と

も
目
標
で
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は

星
野
（
☎
090
・
４
３
６
１
・
１
６
７

７
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

星
ほし

野
の

 美
み

恵
え

子
こ

 代表

織機や糸繰機を囲み笑顔を見せる皆さん

～はたごっこ～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

機
織
り
通
じ
て
織
り
成
す

ま
ち
の
文
化
と
交
流
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


